
笠原児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児 820 乳幼児 881

小学生 0 小学生 1

中高生 0 中高生 2

大人 762 大人 790

乳幼児 342 乳幼児 116

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 338 大人 106

乳幼児 90 乳幼児 127

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 6

大人 66 大人 106

乳幼児 156 乳幼児 85

小学生 2 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 142 大人 111

乳幼児 1408 乳幼児 1209

小学生 2 小学生 1

中高生 0 中高生 8

大人 1308 大人 1113

H26
年度

H27
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

【乳幼児クラブ】
ベビーズクラブ
わんわんクラブ
ちびっこクラブ

年16回

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢
ごとの集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

14

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

12

48 62

・月齢に沿って３つにクラスを分け、発達に合
わせた運動や製作・親子のふれあい遊びを通
して子育て支援を行った。定期的にアンケート
を取り、「身体を動かして遊びたい。親子クッキ
ングをしたい。外へ出て遊びたい」といったさま
ざまなニーズに応えた。中でも運動会やおや
つ作り、近隣施設へのお散歩などは、大変好
評だった。また、子どもだけでなく母親同士の
繋がりも大切にし、クラブで知り合った仲間と
調理室事業に参加するなど、他の事業へも繋
ぐことができた。

・幼保小中一貫教育で英語に力を入れている
地域性もあり、乳幼児期から意識の高い保護
者が多い。英語の歌・リトミックなどを通し、親
子の触れ合いの中で楽しみながら英語に触れ
ることができると大変好評であった。講師が産
休に入られるため回数を減らしての開催とな
り、皆さん講師の復帰を心待ちにされていた。

【英語】
英語はおもちゃ（ベビークラス）
英語はおもちゃ（キッズクラス）
ポーシャママの英語であそぼう
（H26)

年6回
年6回 40 12

【企画行事】
おはなしランド
親子でＴＲＹ
乳幼水遊び

月1～2回
程度
夏休み
（５回）

17 24

・自由参加の事業は、来館した誰もが気軽に
参加できる様、おたよりの表記方法を工夫し、
分かりやすい広報を心がけた。特におはなしラ
ンドを楽しみに来館される親子もあり、おはな
しランドがきっかけとなり乳幼児クラブの参加
へと繋がった。

【母親クラブ】 月1回 10 9

母親クラブは、総会時に事業ごとの担当者決
めを行い、役員だけでなく会員一人ひとりが主
体となりクラブを盛り上げた。また、母親同士
の親睦を図ると共に、地域まつりや児童館の
イベント等において共催することで地域との関
わりを大切に活動した。中でも防犯講習は毎
年取り入れており、会員自身の資質向上にも
力を入れた。

小計 115 107
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笠原児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 4 乳幼児 4

小学生 668 小学生 526

中高生 30 中高生 4

大人 9 大人 3

乳幼児 7 乳幼児 5

小学生 130 小学生 150

中高生 11 中高生 10

大人 11 大人 10

乳幼児 乳幼児 0

小学生 小学生 2

中高生 中高生 0

大人 大人 0

乳幼児 11 乳幼児 9

小学生 798 小学生 678

中高生 41 中高生 14

大人 20 大人 13

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【小学生クラブ】
一輪車クラブ
どれみクラブ
つくっちゃおうクラブ
もぐもぐクラブ

月1～2回
程度

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

13 13

70 69

・どれみ・一輪車クラブは、夏まつりのステージ
出演を大きな目標に掲げ、日々の練習に取り
組んだ。子ども達と話し合い、曲目や振り付け
等自分達で創っていく楽しみがあり、積極的に
参加している。また,どれみクラブでは、近隣施
設の交流会に出かけ、高齢者と音楽を通して
触れ合う機会を持った。一輪車は発表の場が
少なく、イベントがない時期はクラブの参加者
が減少傾向にある為、１年を通して活躍できる
場を増やして行きたい。
・もぐもぐクラブでは、調理室の機能を生かしコ
ンロやオーブンを使った調理を行い、家庭でも
手伝う機会が増えた。また、仲間と食べること
で好き嫌いが減少した。
・つくっちゃおうクラブでは、異学年間で教え
あったり手伝う姿が見られ、個々の達成感を味
わうと共に、仲間と共有し合い楽しむことがで
きた。

・誰もがいつ来ても楽しむことができる事業とし
て、チャレランや工作ランドを行い、友達同士
で教え合ったり、競い合いチャレンジを楽しん
だ。
・夏休みに初めて企画したデイキャンプは、中
高生ボランティアも参加してくれ、子ども達はと
ても喜んだ。水遊びやスイカ割りなど学年を越
えて大変盛り上がり、地域の方が作って下さっ
たカレーは、皆で食べるとさらに美味しく感じ
た。またやりたいとの意見が多く、継続させた
い。

【企画行事】
子どもスタッフ
チャレラン
工作ランド
お話しの会
スズムシの観察会
花いっぱいの寄せ植えづくり
一輪車表彰式
バレンタイン大作戦
デイキャンプ

随時
月1～２回
程度

30 38

・なわとびは、回を重ねて飛ぶ中で前より飛べ
る回数を増やそうと一生懸命取り組むことがで
きた。多くの参加者が競い合えるよう工夫して
いきたい。

【体力増進事業】
なわとび大会

8/17（月） 1

小計 100 108
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笠原児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 1 乳幼児 23

小学生 11 小学生 16

中高生 0 中高生 6

大人 3 大人 30

乳幼児 66 乳幼児 81

小学生 52 小学生 54

中高生 24 中高生 25

大人 164 大人 174

乳幼児 3 乳幼児 1

小学生 21 小学生 10

中高生 2 中高生 0

大人 5 大人 1

乳幼児 97 乳幼児 104

小学生 115 小学生 101

中高生 6 中高生 7

大人 125 大人 133

多
世
代
間
交
流
事
業

1

【節句行事】
兜づくり
七夕フェスティバル
いちご大福づくり

5/2（土）
7/5（日）
3/13（日）

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで

取り組む。

12 15

・児童館まつりは、外でのオープニングに多く
の参加者があり、楽しんで頂けた。ゲームは、
前年の「おかしすくい」から「おかしつリ」に変え
たところ、乳幼児も参加しやすく好評であった。
多くの方々にご協力頂き、盛大に行うことがで
きた。
・おもちつきでは、地域の方にお手伝い頂き、
子どもから大人までつきたてのおいしいおもち
を食べていただけた。また、リースづくりのコー
ナーを設け、待ち時間に楽しんでもらえるよう
工夫した。次年度は、意見が上がった臼でのも
ちつきを検討したい。

【伝承あそび】
あやとりチャレンジ
かるた大会
けん玉大会

12/27（日）
1/6（水）
1/31（日）

4 3

.・あやとりは、一本の毛糸から色々な形に変え
られる楽しさがあり、技や早さを競い合った。
・かるた大会は、読み札・絵札がフエルト布に
刺繍がしてある手作りの珍しいかるたを使っ
た。グループ対戦や読み手を交代して賑やか
に楽しんだ。

1 3

・季節ごとに多世代交流のイベントを開催。七
夕フェスティバルは、浴衣や甚平を着て太鼓を
叩いたり盆踊りを踊ったり、とても賑やかな祭
となった。小学校での放送告知を行い広報に
力を入れたが、小学生の参加者が思いのほか
少なく、今後の課題である。

【館イベント】
春のお祝い会
児童館まつり
おもちつき
しめ縄づくり

4/2（木）
11/1（日）
12/12（土）
12/19（土）

3 4

・毎年、地域の祭に参加して多くの方々との交
流を行っている。笠原最大のいこまい祭りは、
日本一の暑さの中での開催でした。炎天下で
のステージ発表は、子ども達の体調を心配し
たが、頑張って演技を行うことができた。今後
も積極的に地域イベントに参加して行きたい。

【共催事業（地域行事）】
春うららさくらまつり
笠原ふれあい福祉まつり
お正月フェスティバル
かさはらいこまい祭

4/19（日）
10/25（日）
1/23（土）
8/1（土）

3 4

3



笠原児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 19 乳幼児 56

小学生 30 小学生 64

中高生 12 中高生 18

大人 83 大人 157

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 7 小学生 9

中高生 0 中高生 0

大人 30 大人 26

乳幼児 乳幼児 0

小学生 小学生 4

中高生 中高生 1

大人 大人 0

乳幼児 186 乳幼児 265

小学生 236 小学生 265

中高生 44 中高生 57

大人 410 大人 527

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで

取り組む。

12 15

多
世
代
間
交
流
事
業

1

【共催行事】
子どもアートひろば
中央児童館　もちつき大会

8/8（土）
12/6（日） 2

【活動発表】
福祉センター訪問
グリーンホーム訪問

9/19（土）
3/12（土）

1

小計 14

2

・子どもアートひろばでは、学年の違う中学生
が仲間と協力し合い、前年の倍となる200食の
ホットドックを調理・販売し、作業もスムーズに
行えた。おいしかったと声をかけられ皆で達成
感を味わった。
・中央児童館もちつき会場での豚汁提供では、
中学生が他地域の方と積極的に交流した。

2

・近隣の福祉センターとグリーンホーム（グル
―プホーム）へどれみクラブの子ども達が出向
き、高齢者の方々と交流した。合唱を発表、風
船遊び、ふれあい遊びを楽しんだ。「いつもは
見せない笑顔を見ることができました」と施設
の方々から大変喜ばれた。今後も積極的に出
向き、続けていきたい。

【プレゼントづくり】
大切な人へのプレゼントづくり

5/9（土）
6/20（土）

2

・学年が上の子に作り方を教えてもらいながら
頑張ってストラップを作り、最後まで丁寧にや
ろうとする姿が良かった。お父さん、お母さん
が喜んでくれるといいなと嬉しそうにかわいく
ラッピングして持ち帰った。

20

4



笠原児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 19 乳幼児 22

小学生 43 小学生 39

中高生 5 中高生 1

大人 21 大人 39

乳幼児 89 乳幼児 49

小学生 57 小学生 49

中高生 8 中高生 1

大人 117 大人 48

乳幼児 47 乳幼児 62

小学生 18 小学生 16

中高生 2 中高生 1

大人 48 大人 72

乳幼児 乳幼児 4

小学生 小学生 11

中高生 中高生 0

大人 大人 5

乳幼児 155 乳幼児 145

小学生 118 小学生 122

中高生 15 中高生 3

大人 189 大人 170

【避難訓練・防犯防災訓練】
火災訓練 月1回 12 12

10 12

13 7

・家庭で行うことが少なくなってきた節句行事
や日本の伝統行事に触れ、由来の話や簡単
な工作を行う事業を開催。季節の製作は簡単
なものを準備し、乳幼児親子にも好評だった。
中でも、書初め大会は幼児から小・中学生ま
でが参加し、祖父母や父親の来館もあり、
年々家族の参加も増えている。作品は掛け軸
にして持ち帰り、館内では書初め展を行うな
ど、定着してきた事業である。

25 32

・誰でも気軽に参加できる工作や季節のカード
づくりは、一人でも多くの方に参加していただ
けるよう、掲示にて告知し、声かけ等を心がけ
た。子ども達の発想は大変豊かであり、デザイ
ンを工夫するなどオリジナルの作品に仕上
げ、「家族に渡す」と嬉しそうに持ち帰った。作
品を通しそれぞれが家族や大切な人を思い参
加できる事業として今後も大切にしていく。

【季節行事】
こいのぼりづくり
七夕かざりづくり
書初め大会

（4月）３回
（6･7月）3
回

1/5（火）

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

・避難訓練は毎月１回必ず行っている。非常用
放送設備を使用した訓練のほか、水消火器訓
練や長期休みには煙体験など消防署と行う訓
練も実施。また、診療所との合同訓練も行い
日ごろから職員や来館者の防災意識を高める
活動を積極的に行っている。

【企画行事】
映画鑑賞会

8/12（水） 1

・乳幼児から小学生まで、夏休みの思い出に
映画会を楽しんだ。ジャングル大帝は、大人に
は懐かしく子ども達にとっては新鮮なアニメに
感じられ、涼しい部屋での鑑賞は喜ばれた。

小計 50 52

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【企画行事】
ＴＲＹつくってみよう
カードづくり

随時

5



笠原児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 19 乳幼児 2

小学生 49 小学生 16

中高生 7 中高生 4

大人 20 大人 4

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 26 小学生 20

中高生 0 中高生 3

大人 0 大人 0

乳幼児 19 乳幼児 2

小学生 75 小学生 36

中高生 7 中高生 7

大人 20 大人 4

乳幼児 0 乳幼児 2

小学生 0 小学生 2

中高生 27 中高生 48

大人 0 大人 8

乳幼児 0 乳幼児 1

小学生 0 小学生 4

中高生 12 中高生 30

大人 8 大人 3

乳幼児 0 乳幼児 3

小学生 0 小学生 6

中高生 39 中高生 78

大人 8 大人 11

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

1

【その他ボランティア活動】
行事の企画･運営
児童館ファーム

月1回程度
目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、それ
ぞれの地域で活動でき
るよう人材育成を進め
る。

12 9

12 7

・職員に何か手伝いたいと声をかけてくれる子
どもも多く、児童館の掲示物や棚の整理・整頓
など進んで手伝ってくれた。児童館ファームで
は、季節の野菜や花木を育て、種まきや水や
り、草取りなど、子ども達が一生懸命手入れを
した。サラダ菜や玉ねぎ、里芋など立派な野菜
が育ち、収穫後調理室事業や中高生レストラ
ンの食材として活用した。

・調理室の道具や図書室の整頓など、自分達
が使用する児童館をきれいにしようと、定期的
に実施。子ども達の自主性を大切にし、やらさ
れるのではなく楽しんで参加できるよう見守り
や声かけ等工夫した。

【クリーン大作戦】 月1回程度 7 5

中
高
生
事
業

1

【中高生の居場所事業】
中高生会議
学習スペースの提供
中高生ハローワーク
スポーツスペースの提供
中高生レストラン

随時

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげていく
ため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

12 13

小計 19 12

11 16

・将来の夢や進路について交流する場を設け
たり、卓球やジターリングなどで仲間と遊ぶ居
場所を提供した。中高生が集う場所として、普
段の会話から要望等把握し、随時取り入れて
いく。
・中高生レストランでは、児童館まつりにて食
べ物ブースを出店。豚汁づくりは家庭とは違
い、大量の材料に驚きながら仲間と共に楽し
んで参加した。また、出前中高生レストランとし
て他児童館との共催も行い、より多くの方と交
流する中で、調理や接客等を経験することが
できた。

・七夕フェスティバルでは受付、紙芝居、工作、
ゲームの手伝いなどを担当した。乳幼児や小
学生に分かりやすいよう声のかけ方を工夫し、
一生懸命テキパキとよく働いてくれた。子ども
達との触れ合いが楽しみに毎回参加してくれ
る中学生も多い。

【中高生ふれあい事業】
イベント等ブースの手伝い

随時 3 13

小計 14 29

6



笠原児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 9 乳幼児 3

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 6 大人 4

乳幼児 14 乳幼児 19

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 19 大人 17

乳幼児 23 乳幼児 22

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 25 大人 21

乳幼児 37 乳幼児 17

小学生 28 小学生 22

中高生 1 中高生 0

大人 56 大人 17

大人 大人
乳幼児 10 乳幼児 39

小学生 18 小学生 22

中高生 3 中高生 2

大人 184 大人 310

乳幼児 47 乳幼児 56

小学生 46 小学生 44

中高生 4 中高生 2

大人 240 大人 327

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く

り
の
推
進

1

【相談業務】
子育て相談日
専門機関による相談日

月１回

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓口
として相談を受ける。イ
ンターネットによる相談
受付や専門員による相
談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児
童委員・保健センター・
子育て支援センターと
の連携を図る。

11 11

14 12

・毎月一回子育て相談日を設けている。相談
日を目的に来館される方は少ないため、日ご
ろの声かけを大切にしている。「親子でTRY」
の製作時や、クラブの後など積極的にコミュニ
ケーションをとり、必要に応じて関係機関と連
携を図り、柔軟な対応を心がけている。

【子育て講演会等】
子育て講座 9/18(金） 1 1

・連れ去り防止講習会を開催。「たんぽぽ班」
の皆様の劇に、参加した親子は興味深々だっ
た。手品や寸劇を交えた参加型の楽しみなが
ら学べる内容で、また参加したいとの声を多く
頂き、親子で防犯意識を高める良い機会であ
る。

調
理
体
験
・
調
理
講
座
の
実
施

1

【調理室事業】
リトルシェフ
調理室からこんにちは
ガーナ料理

8/22(土)･
12/13(日）
6/24(水）
H26

目標回数：18回程度

親子、中高生が参加で
きる調理の実習、講座
及び教室を実施し、料
理づくりの楽しさを体験
するとともに、中高生の
居場所の確保と地域の
交流を深める。

13 13

小計 15 13

6 3

・リトルシェフは、簡単なおやつ作りなど、もぐも
ぐクラブに入っていない子どもも気軽に参加で
きるよう企画した。フルーツをたくさん使ったパ
フェやクリスマスケーキは人気が高かった。
・乳幼児親子対象の「調理室からこんにちは」
は、先生が考案されたヘルシーな家庭料理を
作り、幼児も一緒に参加できると好評である。

・ファミリークッキングは、地域の高齢グループ
「にこにこクラブ」との共催で、乳幼児親子や小
学生と一緒に調理事業を行っている。核家族
化が進み、多世代で食卓を囲むことが少なく
なっている中で、調理事業を通してさまざまな
年代が交流する良い機会となっている。

【調理室事業（共催事業）】
食育クラブ
ファミリークッキング
食育親子クッキング

月1回
月1回
9/13(日）

14 20

小計 20 23
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笠原児童館　平成27年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 41 乳幼児 24

小学生 26 小学生 27

中高生 22 中高生 15

大人 191 大人 90

乳幼児 9 乳幼児 23

小学生 36 小学生 36

中高生 4 中高生 0

大人 24 大人 54

乳幼児 50 乳幼児 47

小学生 62 小学生 63

中高生 26 中高生 15

大人 215 大人 244

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業

1

【移動児童館】
マレットゴルフ大会
いも堀り
栗ひろい
どんど焼き

月1回
H26

10/10(土）
1/14(木）

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

12 13

10 10

・地域のイベントに出向き、多くの方々とふれ
合うことができた。どんど焼きは、児童館だより
に載せたことでおりべのカメラが入りとても賑
わった。一年の健康を願い、地域の方と一緒
にお餅を焼きながら祭りのいわれなど貴重な
話を聞け交流ができた。

【企画事業】
正月あそび
盆踊りを踊ろう
タイルにふれよう
お鍬祭
父親・祖父母支援（ニュースポー
ツ）
どんどこプロジェクト

H26
H26

8/18(火）
9/1(火）
2/6(土）
3/12(土）

8 4

・近隣施設で古くから伝わるお鍬祭があること
を知り、見学させて頂いた。神明宮の方から、
豊作を願い行われているなど話を伺うことがで
きた。
・どんどこプロジェクトとして、いつも花壇・畑を
指導くださる地域の方にダンボールコンポスト
を教わった。残飯に米ぬかをまぜるなど初め
ての体験で皆が興味を持ち参加できた。

小計 18 14

8


